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【科学的根拠に基づいたケアの実践 新生児の適応生理と低出生体重児
の管理】
新生児の栄養管理の視点とケアポイント
―低出生体重児の管理を中心に―
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新生児集中ケア認定看護師本村勅子

新生児の栄養管理において
注視すべき点

はじめに

近年,新生児医療技術の進歩により低出生体重１）押さえておくべき

観察項目・アセスメント児の救命率が向上してきているが‘それに伴い，

長期予後の面で行動や学習などの微細な神経学的 新生児では，週数に応じた哨乳行動の発達があ

異常を来す児が多いことが問題となっている。新るか，吸畷・臓下に関する器質的な障害がない

生児期における栄養管理は，身体の発育や中枢神か，ロ厘吐や腹部症状は消化器疾患や感染症，代謝

経系の発達に大きな影響があると言われており，異常，電解質異常との関連はないかなど，発達

非常に重要である。 的・生理的特徴を理解した上で正常からの逸脱を

当施設は，ＵＮＩＣＥＦ/ＷＨＯの共同声明「母乳育見極めることが必要である。

児を成功させるための１０カ条」に基づいて母乳 低出生体重児は，低酸素状態になるとダイビン

育児を推進しており，2005年，「赤ちゃんにやさグ反射（脳や心臓などの主要臓器に血流を優先す

認定された。正期産児はもちろんのこと，低出生管血流が減少し，未熟な腸管粘膜に組織障害が起

体重児においても母乳育児を推進している。 こりやすい。また，腸管の機能的未熟性が胎便排

本稿では，当施設における母乳栄養を中心とし池遅延を起こし，経腸栄養がなかなか進められな

た栄養管理と，そのケアのポイントを紹介する。い原因となる。さらに，呼吸や循環管理における

治療の影響を受けやすく，経鼻的持続陽圧呼吸
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(nasal-CPAP）管理中は，空気庶下から腹部膨

満や腸管拡張が起こりやすい。無呼吸発作時に使

用されるメチルキサンチン製剤（アミノフイリ

ン・テオフイリン）やドキサプラム，動脈管開存
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